














  スワヒリ語は東アフリカ沿岸部に 20 前後の地域変種（方言）が存在することが知られて
いる (Nurse & Hinnebusch 1993: 5–14)。マクンドゥチ方言は、そうした地域変種の一つであ
る。Nurse は、スワヒリ語の諸方言を北部諸方言と南部諸方言に分けているが、この分類で
は、マクンドゥチ方言は南部諸方言に分類される (Nurse 1982: 168)。マクンドゥチ方言のこ
とを話者たち自身は、カエ方言 (Kikae) と呼ぶ。また、先行研究ではハディム方言 (Kihadimu) 
と呼ばれることもあるが、本稿では地域名に即して、マクンドゥチ方言 (Kimakunduchi) と
呼ぶことにする1。なお、標準スワヒリ語や、その標準スワヒリ語の土台となったウングゥジ
ャ方言 (Kiunguja) は区別せずにスワヒリ語と呼ぶことにする。  
  先行研究に従えば、マクンドゥチ方言の話者はタンザニア連合共和国ザンジバル・ウング
ゥジャ島の南部地域に分布しているとされる2 (Whiteley 1959: 43, Nurse & Hinnebusch 1993: 
11)。正確な話者数はわからないが、2012年タンザニア国勢調査3によればマクンドゥチ郡4の
                                                   
* 本研究は、JSPS科研費 13J03150及び 16J03295の助成を受けている。この研究のためにデータを提
 供してくれた Zainabu Khatibu Bonde氏、Sigombe Haji Choko氏、草稿の段階から有益な助言を与え
 て くれた白田理人氏、宮川創氏には、ここに記して謝意を表します。 
1 ウングジャ島北部のトゥンバトゥ島では、マクンドゥチ方言と言語的に異なるスワヒリ語の地域変
 種、トゥンバトゥ方言が話されている。このトゥンバトゥ島の方言話者たちは、自分たちの方言を
 カイェ方言 (Kikaye) と呼ぶ。トゥンバトゥ方言との混同をさけるために、本稿では、 マクンドゥ
 チ方言をカエ方言と呼ぶことは避ける。 
2 マクンドゥチ郡在住の話者によれば、現在、カエ方言に近似する変種の話者がいるのは、主にブウ
 ェジュウ (bwejuu) から、マクンドゥチにかけての、ウングジャ島南東部であると推測される。 
3 http://www.nbs.go.tz/ 参照。 
4 統計にマクンドゥチ郡そのものの人口は掲載されていない。ここに挙げる数字はマクンドゥチ郡を










  マクンドゥチ方言の音素目録は以下のように提示することができる。[ ] 内の表記は IPAに
よるより近似的な音価である。本稿では、例示の際は [ ] 外の表記を斜体にして用いる。こ
の表記は概ねスワヒリ語の正書法に対応する。 
表 1：母音 
i    u 
 e [ɛ]  o [ɔ]  
  a   
 
表 2：子音 
p  t  ch [ʧ] k    
pʰ  tʰ  chʰ [ʧʰ] kʰ    
mb  nd  nj [nʤ] ng [ŋɡ]    
b [ɓ]  d [ɗ]  j [ʄ], g [ɠ]    
f [ɸ] th [θ] s sh [ʃ]   h   
v [β] dh [ð] z   gh [ɣ]    
m [m~m̩]  n (n̩)   ny [ɲ] ng’ [ŋ]   N 
  l r       
w    y [j]     
 
/m/ には、[m] と [m̩] という条件異音が存在する。母音の直前では [m]、子音の直前では [m̩] 
となる。本稿では、成節的な場合は、m̩と表記する。/N/ は成節的で、その調音点は未指定で
後続する子音に同化する。つまり、/N/ の実現形と /m/ の実現形は区別できない場合がある。
成節的な /N/ と /m/ の違いは、前者の音価決定には形態音韻論的操作が関わっているのに
対して、後者はそうでないという点にある。/n̩/ は-langan̩za「修理する」という語にのみ現れ
る5。/th, dh, gh/ は、借用語にのみ観察される。 
 
                                                   
5 -langan̩za の n̩ は、/N/ の異音の一つとみなし、/n̩/ は音素としてたてない分析も可能かもしれな





   V, CV, C1C2V, Cという音節構造が認められる。C1C2Vの C2として現れるのは /w, y/ であ












   
2.3 語順と形態法 





























1~10, 15, 16, 18と番号が付すことにする。この番号はバントゥ諸語研究で共通して用いられ










 名詞 指示詞近称 所有詞「私の」 属辞 形容詞「小さい」 
G1 m̩-tʰu「人」 yuno yangu~wangu ya~wa m̩-dogo 
G2 wa-tʰu「人」（複数） wano wangu wa wa-dogo 
G3 m̩-kono「腕」 uno wangu wa m̩-dogo 
G4 mi-kono「腕」（複数） ino yangu ya mi-dogo 
G5 tunda「果物」 lino lyangu lya dogo 
G6 ma-tunda「果物」（複数） yano yangu ya ma-dogo 
G7 ki-tʰu「物」 kino changu cha ki-dogo 
G8 vi-tʰu「物」（複数） vino vyangu vya vi-dogo 
                                                   
7 Racine-Issa (2002) はMeinhof (1932: 128) に代表されるスワヒリ語の名詞分類に従っているようであ
 る。一般にバントゥ諸語研究やスワヒリ語研究では、名詞と一致する要素の形式よりも、名詞接頭












 名詞 指示詞近称 所有詞「私の」 属辞 形容詞「小さい」 
G9 n-guo「服」 ino yangu ya n-dogo 
G10 n-guo「服」（複数） zino zangu za n-dogo 
G15 mahaa「場所」 kuno kwangu kwa ku-dogo 
G16 mahaa「場所」 vano vangu va va-dogo 




はそれぞれ、動詞不定形（15クラス）、場所名詞（15, 16, 18クラス）のクラスとなる。 
 
2.4.1.1   1/2 クラス 




















2.4.1.3   5/6 クラス 







されていると考えられる（例：n-guo >> ma-guo「服」）。 
 





2.4.1.4   9/10 クラス 





す場合、単数を表す 9クラスの名詞と複数を表す 10クラスの名詞の音形は同じである。 
 
2.4.1.5   15, 16, 18クラス 
  これらのクラスには、語彙化した名詞がほとんど存在しない。15 クラスには動詞不定形、









2.4.1.6   指大化と指小化 
  民話中では、指大化、あるいは指小化された名詞が散見される。以下でこの二つの派生に
ついて簡単に説明する。 
  指大化された名詞は 5/6クラスに属する。指大化には、派生前の接頭辞の脱落（例：n-dege
「鳥」 >> dege「巨鳥」）、派生前の接頭辞と接頭辞 ji-との交替（例：n-dege「鳥」>> ji-dege
                                                   






あるが、これらの語幹は二音節で初頭音が母音であるか、一音節である（例：ny-oka >> j-oka 
>> ji-j-oka「ヘビ」、m̩-tʰu >> ji-tʰu >> ji-ji-tʰu「人」）。5クラス名詞を修飾する形容詞は、語幹
の初頭音が母音であるものを除き、ふつう接頭辞をもたないが、もっとも有標な指大化形式
の名詞を修飾する際は、ji-という接頭辞をもつ（例：dege kubwa, ji-dege ji-kubwa「大きな巨
鳥」）。他の名詞接頭辞は単複で交替するが、指大化を表す ji-という接頭辞は ma-とは交替せ
ず、複数形を形成する際 ma-が ji-に前接する（例：ma-ji-dege「巨鳥（複数）」）。 
  指小化された名詞は 7/8クラスに属しており、ki-/vi-という接頭辞をもつ（例：n-dege「鳥」














wengi wa-ja (students many.G2 3PL.SM-come.PFV) 非遊離／wanafuzi wa-ja wengi (students 3PL.SM-





  上述の形容詞は、例えば、1/2 クラスの名詞だけでなく、3/4 クラス、5/6 クラスというよ
うに、異なるクラスの名詞を修飾可能で、形式的な交替があるかどうかは別にして複数のク
ラスにまたがるパラダイムを有していると言えるが、中には、1/2 クラスの名詞だけを修飾
可能なものも存在する（例：m̩-choyo/wa-choyo「ケチな」）。Racine-Issa (2002: 52) は、こうし
たものは名詞とみなされるかもしれないと述べているが、文脈の支えなしで項とはならない


















 単数 複数 
一人称 mie suwe 
二人称 we~weye nyuwe 
















                                                   
11 yeyeyeという形式はエリシテーション調査では多くの場合、容認されなかったが、談話資料の中 




1SG 2SG 3SG/G1 3PL/G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G15 G16 G18 







その型に当てはまらないものもある（5, 7, 8, 15, 16クラス）。また重複形の最終音節を削除し




 近称 近称重複 近称縮約 中称 中称重複 中称縮約 遠称 
G1 yuno yuyuyu~yeyeyu =yu uyo yuyoyo~yeyeyo =yo yulya 
G2 wano wawawa =wa wao waoo =o walya 
G3 uno uuu =u uo uoo =o ulya 
G4 ino iii =i iyo iyoyo =yo ilya 
G5 lino lilili =li ilyo lilyolyo =lyo lilya 
G6 yano yayaya =ya yayo yayoyo =yo yalya 
G7 kino kikiki =ki icho kichocho =cho kilya 
G8 vino vivivi =vi ivyo vivyovyo =vyo vilya 
G9 ino iii =i iyo iyoyo =yo ilya 
G10 zino zizizi =zi izo izozo =zo zilya 
G15 kuno kukuku =ku uko kukoko =ko kulya 
G16 vano vavava =va avo vavovo =vo valya 











  10 クラスまでの近称と中称の指示詞の直後に、それぞれ-ku/-va, -ko/-vo が付加され、もっ
ぱら現場指示のために用いられる指示詞も存在する（例：yuno-ku, yuno-va, uyo-ko, uyo-vo）。












  所有詞は、所有者の人称と所有物の名詞クラスに応じて異なる形式となる。1 クラスの所
有詞は 2クラスの所有詞と同じ形式で現れることがあるが、これはスワヒリ語からの影響で
あると考えられる。スワヒリ語では 1クラスと 2クラスの所有詞は同形である。同様のスワ




 1SG 2SG 3SG 1PL 2PL 3PL 
G1 yangu~wangu yako yake yetu yenu yao 
G2 wangu wako wake wetu wenu wao 
G3 wangu wako wake wetu wenu wao 
G4 yangu yako yake yetu yenu yao 
G5 lyangu lyako lyake lyetu lyenu lyao 
G6 yangu yako yake yetu yenu yao 
G7 changu chako chake chetu chenu chao 
G8 vyangu vyako vyake vyetu vyenu vyao 
G9 yangu yako yake yetu yenu yao 
G10 zangu zako zake zetu zenu zao 
G15 kwangu kwako kwake kwetu kwenu kwao 
G16 vangu vako vake vetu venu vao 






















された項によって主名詞の所有者（例：m̩ke ya=mwanangu (wife of.G1=my.child)「私の子供の
妻」）、主名詞の特徴（例：m̩kono wa=soto (hand of.G3=left)「左手」）、目的（ku-na-ki-chaka cha=nini 
(2SG.SM-IPFV-G7.OM-want of.G7=what)「あなたは何のためにそれが欲しいの？」などが表され
る。属辞でマークされる項は、修飾する主名詞が明示されずに用いられることもある（例：
ya=kwaza ka-fu (of.G1=first 3SG.SM-die.PFV)「最初の（子）は死んだ」）。15クラスの kwa=は、
主名詞を修飾するためではなく、動詞を修飾するために用いられることもある。こうした用
法では、道具（例：tw-ende kwa=honda (1PL.SM-go.subj of.G15=motor.bike)「バイクで行こう」








                                                   
12 BAKIZA (2012: 132) には viko「どこ」という語彙が掲載されている。現存する話者でも、より伝 



















   




a.（否定接辞 1）－主語接辞－AM接辞－（目的語接辞）－語幹              基本形 
b.（否定接辞 1）－主語接辞－（目的語接辞）－語幹                       完結形 
c. hu－（目的語接辞）－語幹                                            習慣形 
 非定形 
a. 主語接辞－ka－（目的語接辞）－語幹                                  継起条件形 
b. 主語接辞－（否定接辞 2）－nge－（目的語接辞）－語幹                  反実仮想形 
c. (ka)－（目的語接辞）－語幹                                           命令形 
d. 主語接辞－（否定接辞 2）－(ka)－（目的語接辞）－語幹                  接続形 
e. ku－（否定接辞 2）－（目的語接辞）－語幹                             不定形 
f. m̩－（否定接辞 2）－（AM接辞）－（目的語接辞）－語幹                主語準体言形 
g. 主語接辞－（否定接辞 2）－（AM接辞）－準体言接辞－（目的語接辞）－語幹 準体言形     
                                                   
13 語幹に複数の異形態がある動詞があるが、そうした動詞について、本稿では、引用形式として基 








体言形は、Racine-Issa (2002: 153) が、formes relatives（関係節形）と呼んでいるものに対応す
る。準体言という文法概念については柴谷 (2014) を、マクンドゥチ方言の準体言について
は古本 (2016) を参照されたい。 
 
2.5.2  AM 接辞 
  AM 接辞は、アスペクト・ムードを表す接頭辞である。AM 接辞として以下のものが挙げ
られる。なお、それぞれの接辞に付したラベルはあくまで便宜上のものである。 
 AM（アスペクト・ムード）接辞 
a. -cha-「未実現 (irrealis)」 
b. -na-「未完結 (imperfective)」 
c. -me-/-ne-「完了 (perfect)」 
d. -mena-/-nena-「起動 (inchoative)」 
e. -li-「完結否定 (perfective-negative)」 
f. -ja-「完了否定 (perfect-negative)」 
g. -a-「完結 (perfective)」（主語準体言のみ） 
h. -ø-「完結 (perfective)」（準体言のみ）14 
i. hu-「習慣」（習慣形のみ） 
j. -ka-「継起・条件 (consecutive/conditional)」（継起条件形、命令形、接続形のみ） 
k. -nge-「反実仮想 (counterfactual)」（反実仮想形のみ） 
基本形には、-cha-, -na-, -me-, -mena-, -li-, -ja-が現れる。主語準体言形には、-cha-, -na-, -ne-, -
nena-, -a-が現れる。-ne-と-nena-は、直前に現れる m̩-という主語準体言接辞に応じて、-me-と




                                                   
14 他の AM接辞との交替から、便宜的に øという AM接頭辞を提示する。 
15 本稿では、それぞれの接辞、語幹が特定の機能を有しているという立場はとらない。特定の機能 
  を有する接辞や語幹を組み合わせることによってではなく、特定の形態統語素性が指定され、そ 
  の形態統語素性を実現する規則によって、動詞活用形が実現されると考えている。AM接辞-ka-が
  継起条件形に現れるか、接続形や命令形に現れるかで、表される事象は異なり、接辞が特定の機 
  能を有していると考えた場合、二つの-ka-を仮定する必要があるように思われる。しかし、本稿の
  ような形態論の立場をとる場合、そのような仮定は必要にならない。 
古本 真（2017）『言語記述論集』9:115-171
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  完結語幹 基本語幹 接続語幹 例 
a. …CV1(C)- V1 …CV1(C)-a …CV1(C)-e -som-o/-soma/-some「読む」 
b. …Vm̩C-u …Vm̩C-a …Vm̩C-e -chem̩k-u /-chem̩k-a/-chem̩k-e 「沸く」 
c. C-a C-a C-e -j-a/-j-a/-j-e「来る」 
d. C-i Cy-a Cy-e -l-i/-ly-a/-ly-e「食べる」 
e. C-u Cw-a Cw-e -f-u/-fw-a/-fw-e「死ぬ」 











 意味 完結語幹 基本語幹 接続語幹 
a. 「夜が明ける」 -ch-e -ch-a -ch-e 
b. 「日が沈む」 -chw-e -chw-a -chw-e 
c. 「知る」 -iju-a/-ij-i -iju-a -iju-e 
d. 「卵を産む」 -t-i -t-a -t-e 




             単数の目的語接辞のみでマークされる場合） 
b. 完結語幹： 完結形 
c. 接続語幹： 接続形と接頭辞でマークされる命令形（一人称単数の目的語接辞のみでマー









  動詞語幹の中には、無意味形態素 ku-を伴った異形態が存在するものがある。この ku-でマ
ークされるのは、一音節語幹と融合母音語幹（初頭母音が直前の形態素末の母音とサンディ
を起こすタイプの語幹）である。①目的語接辞がない、②語幹の直前に特定の接辞（AM接











2.5.4  極性 
  動詞の定形では、基本的に否定極性は ha-という接頭辞で表される。本稿ではこの接頭辞
ha-を否定接辞 1と呼ぶ。主語が一人称単数、二人称単数、三人称単数の場合は、主語との一














2.5.5  AM 接辞、語幹、否定接辞の共起関係 
  以下に、定形、主語準体言形、準体言形における AM接辞、語幹、否定接辞の共起関係を
まとめる。 
表 11：定形における AM接辞、語幹、否定接辞の共起関係 
 AM接辞 語幹 否定接辞との共起 
未完結 -na- 基本語幹 可 
未実現 -cha- 基本語幹 可 
完了 -me- 基本語幹 不可 
起動 -mena- 基本語幹 不可 
完結否定 -li- 基本語幹 義務 
完了否定 -ja- 基本語幹 義務 
完結 無 完結語幹 可 
 
                                                   
16 ただし ijua「知る」と goma「できる」の完結形が否定接辞と共起する場合は、単に「知らな    
  い」、「できない」という意味になる。 
古本 真（2017）『言語記述論集』9:115-171
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表 12：主語準体言形と準体言形における AM接辞、語幹、否定接辞の共起関係 
 AM接辞 語幹 否定接辞との共起 
 主語準体言 準体言 主語準体言 準体言 主語準体言 準体言 
未完結 -na- -na- 基本語幹 基本語幹 不可 不可 
未実現 -cha- -cha- 基本語幹 基本語幹 可 可 
完了 -ne- -me- 基本語幹 基本語幹 不可 不可 
起動 -nena- － 基本語幹 － 不可 － 
完結否定 － － － － － － 
完了否定 － － － － － － 
完結 -a- -ø- 基本語幹 基本語幹 不可 不可 
 



















  主語準体言接辞は、m̩-/mw-という形式である。mw-という形式は AM接辞が-a-の場合にの
み現れる。それ以外の環境では m̩-という形式である。主語準体言接辞は、1 クラスの名詞、
                                                   
17 一見すると、後続する形態素の初頭音が鼻音の場合、N-という一人称単数の主語接辞は脱落する 
  という形態音韻規則が存在するようにも思われる。しかし、準体言形では、AM接辞が-na-の場  
  合でも、必ず 一人称単数の主語接辞 N-は現れる必要があり、そのような形態音韻規則では、一人








ディが生じた場合の形式は以下には挙げない。詳しくは Racine-Issa (2002: 79-91) を参照され
たい。なお、本稿では、サンディにより生じた母音は、便宜上語幹部分に含めて提示する。 
表 13：主語接辞と目的語接辞の形式 
 主語接辞 目的語接辞 準体言接辞 
1SG nyi~N19 nyi/N － 
1PL tu tu － 
2SG ku~u ku － 
2PL m̩~mu20 ku~m̩/mu~wa － 
3SG/G1 ka~ke21~a m̩~mu22 e~ye~yo 
3PL/G2 wa~we wa o 
G3 u u o 
G4 i i yo 
G5 li li lyo 
G6 ya ya yo 
G7 ki ki cho 
G8 vi vi vyo 
G9 i i yo 
G10 zi zi zo 
G15 ku ku ko 
G16 va~ve va vo 
                                                   
18 実際に現れるかどうかは別として、多くの場合、準体言接辞と一致する名詞が存在すると考えら 
  れる。しかし 、準体言接辞と一致する主名詞を仮定することができない場合もある（例：5クラ 
  ス 「理由」、8クラス「様態」「時」）。 
19 一人称単数の主語接辞は、子音で始まる語幹や目的語接辞、否定接辞 2-si-が後続する場合、nyi-と
  N-の自由交替が容認される。筆者の観察の限り、後続する形態素の初頭音が w, y以外の場合、N- 
  で 現れることが 多 い。AM接辞-cha-, -me-, -mena-, -ka-が後続する場合は、義務的に N-となる。目 
  的 語接辞は、子音で始まる語幹が後続する場合、義務的に N- となる。 
20 非融合母音語幹が後続する場合、mu-となる。子音で始まる形態素が後続する場合、m̩-と mu-は自
  由交替する。 
21 三人称単数主語接辞の ke-という異形態は、AM接辞-me-が後続する場合に現れる。三人称複数の 




 主語接辞 目的語接辞 準体言接辞 
G18 m̩~mu23 m̩~mu mo 
2.5.7  派生動詞 
  マクンドゥチ方言では、他の多くのバントゥ諸語と同様に、語根に拡張接尾辞が付加され
ることで、派生動詞が形成される。この拡張接尾辞を伴うことにより、「受動 (passive)」「適
用 (applicative)」「使役 (causative)」「状態 (stative)」「反転 (reversive)」「相互 (associative)」な
どの意味が付加される。拡張接尾辞を含んだ語幹は、［語根－拡張接尾辞－末母音］という形
式になる。拡張接尾辞の形式は以下の通りである。 
 拡張接尾辞の形式 (Racine-Issa 2002: 92–102) 
受動：-w-, -lw-, -ligw-, -legw-, -igw-, -egw- 
適用：-i-, -e-, -li-, -le- 









＋相互というパターンがある (Racine-Issa 2002: 102–105)。 
  なお、民話中で派生動詞が現れる場合、語幹を分析した形では提示しない。 
 
2.5.8  コピュラ動詞-wa について 
  コピュラ動詞-wa には、他の動詞にはないテンスやアスペクトを表す活用形がある、完結
に活用した場合（定形、主語準体言形、および準体言形）、他の活用形と異なる特殊な機能を
もつ、助動詞的用法があるという、三つの特徴がある。以下でその三点について説明する。 
  コピュラ動詞-wa は、特殊な屈折パラダイムをもっており、特殊な活用形は、補充形で実
現される24。以下にその補充形を挙げる。 
                                                   
23 後続する形態素が母音で始まる場合、muとなる。後続する形態素が子音で始まる場合、muと m̩ 
  は自由交替する。 
24 -evuと-ngaliは、他のコピュラ動詞-waの活用形と、意味だけでなく、必ず後続するコピュラ補語
  を必要とする、場所を表す拘束代名詞でマークされることができるという特徴を共有しており、 


















-li が現れるのは、準体言の主動詞となるコピュラが AM 接辞でマークされず、準体言接辞-



















                                                   
25 -li はサバキ祖語の*-li- ‘be’ (Nurse & Hinnebusch 1993: 649) に遡ると考えられる。 
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2.6.2  動詞連続 
  -ja「来る」、-enda「行く」、-isa「終わる」、-aza「始まる」には、接頭辞を伴わない無標の
動詞語幹（あるいは目的語接辞でマークされた動詞語幹）が後続する。この動詞連続の間に
                                                   
26 話者によっては-na-「未完結」-mena-「起動」、-ø-「完結」で所有の naをマークする形式を容認す
  るが、実際に使われることはないと考えられる。 
27 準体言化される項が主語（所有者）の場合に限り、他の動詞と同じ［主語接辞－準体言接辞－   









  -ja, -enda, -isa, -azaは無意味形態素 ku-を伴いうる動詞だが、-jaと-endaは、他の動詞の語
幹が後続する際は、この ku-が脱落する形式もよく観察される。また、-ja, -enda の直後に現
れる動詞語幹は必ず無標でなければならないが、-isa, -azaのあとには無標のものだけでなく、
不定形も現れる。 

























  二編の民話ともに、小鬼 (jimwi) が女性に化けて、その女性の夫をだますという話である。








チ（(21) (22) (23) (38) (39) (40) (102) (103) (104) (127) 等）と、小鬼のセリフにおける歯茎音の








wangu「私の（1クラス所有詞）」（cf. マクンドゥチ yangu）、si-wezi「私はできない」（cf. 
マクンドゥチ si-gomo）、ku-koga「沐浴すること（不定形）」（cf. マクンドゥチ k-oga）、na-
ona「私は見る（感じる）」（cf. マクンドゥチ na-kona）、la=「の（5クラス属辞）」（cf. マ
クンドゥチ lya=）、ka-tw-ambia「彼女は我々に言った」（マクンドゥチ対応表現なし） 
上に挙げたもののうち、スワヒリ語の動詞の活用形について簡単に述べておく。まず、si-wezi












yamaa (jamaa)「仲間」、uchamu (utamu)「甘さ」、nye (je)「何（疑問標識）」、kichu (kitʰu)「物」、 
ka-chw-ambia (ka-tw-ambia)「彼女は我々に言った」、maia (maria)「マリア（人名）」、m̩cho-








 収録日：2016年 9月 18日 
 収録場所：話者の自宅の軒先（マクンドゥチ郡マタズィ集落） 
 収録時間：14分 3秒 














































(7) ny-imbe=vyo hea. 
1SG.SM-sing.SUBJ=DEM.MED.G8 but 
 















(10) a-li-ondokea.31 makame wa=makame. 




                                                   
30 paukwaは物語を始めるときの決まり文句である。聴衆は pakawaと応答する。 
31 この語り部の民話はほぼ必ず、a-li-ondokeaという動詞が冒頭に現れる。この動詞の活用形にみら
  れる-li-は、スワヒリ語の「過去」を表す接頭辞である。 
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(11) makame wa=makame yulya. a-ka-wa. 
PN of.G1=PN DEM.DIST.G1 3SG.SM-CONS/COND-COP 
 
 ka-wa m̩ji ka-wa kiambo-ni vao. 




(12) kazi yake a-k-enda a-ka-rudi mwitu-ni. 




(13) mwitu-ni uko k-enda a-ka-katʰa majengo. 




(14) siku moja. m̩situ-ni kulya. 




(15) makame wa=makame ha-na m̩ke. 









(17) a-ø-vyo-wa ha-na m̩ke. 
3SG.SM-PFV-G8.NMLZ-COP 3SG.SM.NEG-POSS wife 
 
 a-ka-m̩-ona bibi ka-kaa juu ya=ujiti. 




                                                   
32 この表現は、会話の最中によく観察される。確認のために用いられる定形的な表現と考えられ   
  る。なお、スワヒリ語では、マクンドゥチ方言の ku-sikiiの直訳にあたる u-me-sikia (2SG.SM-PFV-  
  hear)「あなた聞いた？」という表現がよく使われる。 
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(18) juu ya=ujiti bibi mwanam̩ke ka-na-ji-chana nywele. 




(19) a-ka-sema uyo+ko njo=m̩penzi wangu. 









(21) a-ka-mw-ambia bibi telem̩ka basi. 




(22) telem̩ka bibi yulya bibi 
get_down.IMP  lady DEM.DIST.G1 lady 
 
 a-ka-shuka kulya juu ya=ujiti. 




(23) a-ø-vyo-kuja valya chʰi-ni 
3SG.SM-PFV-G8.NMLZ-come DEM.DIST.G16 ground-LOC 
 
 aa bibi na-ku-penda. mwanam̩ke u-me-ni-pendeza. 
INT lady IPFV:1SG.SM-2SG.OM-love woman 2SG.SM-PFV-1SG.OM-love.CAUS 
 
 mwanam̩ke na-ku-taka. m̩penzi wangu. 
women IPFV:1SG.SM-2SG.OM-want lover my.G1 
 
 u-we mwanam̩ke wangu. mwanam̩ke m̩pya. 
2SG.SM-COP.SUBJ woman my.G1 woman new.G1 
 
 
na-ku-taka yulya jimwi. 















(25) makame wa=makame yulya. 




(26) kumbe yulya m̩tʰu  a-na-e-mw-ambia. 
FIL DEM.DIST.G1 person 3SG.SM-IPFV- G1.NMLZ-3SG.OM-tell 
 





(27) hea ye ka-na-j-ona m̩tʰu . 




(28) kumbe namba njo=jimwi. yulya mwanam̩ke. 









(30) (jimwi ka-na-j-ona m̩tʰu .) 




(31) ee ka-na-j-ona m̩tʰu  yulya m̩tʰu  
INT 3SG.SM-IPFV-REFL-see person DEM.DIST.G1 person 
 
 ka-na-m̩-ona yulya hamba m̩tʰu  kumbe si=m̩tʰu . 






















(35) kumbe vilya ji-jimwi ama ji-shetani. 




(36) maana ilyo jimwi hamba shetani. 









(38) a-ka-mw-ambia mimi si-wezi ku-shuka. 
3SG.SM-CONS/COND-3SG.OM-tell 1SG 1SG.SM.NEG-be_able.NEG INF-get_down 
 
 na-tenda fupi tu. mie si-wezi kuo kw-enda. 





(39) ka-na-mw-ambia tw-ende nyumba-ni kwangu. 
3SG.SM-IPFV-3SG.OM-tell 1PL.SM-go.SUBJ house-LOC my.G15 
 
 bibi N-ø-vyo-ku-penda tw-ende nyumba-ni kwangu. 







(40) aa mie si-wezi kw-enda aa. 




(41) a-ka-mw-ambia haya basi 
3SG.SM-CONS/COND-3SG.OM-tell FIL FIL 
 
 a-ka-kinga miongo. yulya bibi a-ngie. 










(43) a-ka-ngia kulya miongo-ni. 




(44) a-k-enenda a-k-enenda a-k-enenda 
3SG.SM-CONS/COND-go 3SG.SM-CONS/COND-go 3SG.SM-CONS/COND-go 
 
 na=m̩zigo wake miongo-ni. 




(45) hata ku-fika mahaa a-ka-mw-ambia e. 




(46) mwanam̩ke vino sasa mie tena N-choko. 
woman DEM.PROX.G8 now 1SG then 1SG.SM-be_tired.PFV 
 
 maana tu-na-ko-kwenda si=vadogo. N-choko. 







(47) na=tu na=tu-choke vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
COM=1PL.SM.HESIT COM=1PL.SM-be_tired.SUBJ DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 na=tu-choke viyvyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
COM=1PL.SM-be_tired.SUBJ DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 kw-enda-nyi-twala kwetu miti mikuu mi-chapia+komba 
2SG.SM-go:IPFV-1SG.OM-take our.G15 trees big.G4 G3-leap+galago 
 
 
hoo pendo na=moyo. 












(49) haya a-k-enenda a-k-enenda ha. 




(50) he mwanam̩ke N-choka34 we. N-choko we. 
INT woman 1SG.SM-be_tired 2SG 1SG.SM-be_tired.PFV 2SG 
 
 mwanam̩ke mie N-choko. 




                                                   
33 サルの一種。夜行性。ブッシュベイビーとも呼ばれる。マクンドゥチ郡の集落内にも頻繁に出没 
  する。 
34 次に完結形の N-chokoという語形が現れることを考慮すると、この N-chokaという語形は言い間 
  違いである可能性がある。 
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(51) tu-choke ja=viyvyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
1PL.SM-be_tired.SUBJ like=DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 tu-choke ja=viyvyo ki-m̩gongo~m̩gongo. kw-enda-nyi-twala 
1PL.SM-be_tired.SUBJ like=DEM.MED.G8 DIM-back~RED 2SG.SM-go:IPFV-1SG.OM-take 
 
 kwetu miti mikuu mi-chapia+komba hee pendo na=moyo. he. 







(52) ka-na-mw-ambia njo=pendo li-wa moyo-ni. 
3SG.SM-IPFV-3SG.OM-tell BGR=love G5.SM-COP.PFV heart-LOC 
 










(54) wa-k-enenda wa-k-enenda wa-k-enenda. 
3PL.SM-CONS/COND-go 3PL.SM-CONS/COND-go 3PL.SM-CONS/COND-go 
 
 haya bibi vano njo=vangu. ama vano njo=vetu. 
INT lady DEM.PROX.G16 BGR=my.G16 or DEM.PROX.G16 BGR=our.G1 
 
 ino njo=nyumba yangu. 





(55) kiji-banda tu cha=m̩gongo. maana ha-na m̩ke. 






(56) tu-choke ja=viyvyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
1PL.SM-be_tired.SUBJ like=DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 tu-choke ja=viyvyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
1PL.SM-be_tired.SUBJ like=DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 kw-enda-nyi-twala kwetu miti mikuu mi-chapia+komba 
2SG.SM-go:IPFV-1SG.OM-take our.G15 trees big.G4 G3-leap+galago 
 
 
hoo penda na=moyo. 







(57) m̩paka yulya bwana a-ka-fwa. 









(59) a-ø-vyo-kufwa. watʰu wa-ka-ngia tena m̩lya nyumba-ni 




(60) ee we we we yuno mwezi=o ke-me-kufwa. 
INT 2SG 2SG 2SG DEM.PROX.G1 partner=your 3SG.SM-PRF-die 
 
 u-lawe m̩no mwa=yuno binadamu. 
2SG.SM-come.from.SUBJ DEM.PROX.G18 of.G18=DEM.PROX.G1 human 
 
 ende a-ka a-k-oswe. 







(61) tu-k-oshwe ja=vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
1PL.SM-CONS/COND-wash.PASS.SUBJ like=DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 tu-k-oshwe ja=vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
1PL.SM-CONS/COND-wash.PASS.SUBJ like=DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 kw-enda-nyi-twala kwetu miti mikuu mi-chapia+komba hee pendo na=moyo. 







(62) ye ka-na-sema pendo njo=ka 
3SG 3SG.SM-IPFV-tell love BGR=3SG.SM.HESIT 
 
 na-m̩-penda=yo. basi ny-oswe na=yeye. 





(63) he haya sasa a-k-oswa 
INT FIL now 3SG.SM-CONS/COND-wash.PASS 
 
 ka-wa mumomo yulya jimwi maungo-ni ha-na-lawa. 




(64) hata sasa yuno a-vwiswe nguo. 




(65) shu lawa m̩no weye. 




(66) hea na=walya watʰu na=o wazembe 
but COM=DEM.DIST.G2 people COM=PRO.G2 idlers 
 
 ha-wa-ja-m̩-piga kigongo tu. 






(67) walya watʰu na=o wazembe. 














(70) a-ka-sema a-vwiswe vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
3SG.SM-CONS/COND-tell 3SG-dress.PASS.SUBJ DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 na=a-vwiswe vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
COM=3SG.SM-dress.PASS.SUBJ DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 k-enda-nyi-twala kwetu miti mikuu mi-chapia+komba hee pendo na=moyo. 







(71) hata wakinaume we-me-kuja sasa na=a-chukulwe 
even men 3PL.SM-PRF-come now COM=3PL.SM-take.PASS.SUBJ 
 










(73) sasa bwe bibi uka. yuno m̩tʰu  k-enda-zikwa. 






(74) na=a-zikwe vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
COM=3SG.SM-bury.PASS.SUBJ DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 na=a-zikwe vivyo ki-m̩gongo~m̩gongo. 
COM=3SG.SM-bury.PASS.SUBJ DEM.MED.G8 DIM-back~RED 
 
 k-enda-nyi-twala kwetu miti mikuu mi-chapia+komba 
3SG.SM-go:IPFV-1SG.OM-take our.G15 tree big.G4 G3-leap+galago 
 
 
hee pendo na=moyo he. 







(75) a-ka-chukulwa hata 
3SG.SM-CONS/COND-take.PASS even 
 
 ke-me-fiswa kulya ji-kaburi-ni. 









(77) lilya jidu-bwana li-ka-lawa mboon 
DEM.DIST.G5 AUG?-sir G5.SM-CONS/COND-come.from ONM 
 





(78) li-ka-lawa li-ka-ruka watʰu 
G5.SM-CONS/COND-come.from G5.SM-CONS/COND-jump people 
 
 uyo uyo wapi wa-m̩-kutʰe wapi. 







(79) ha-wa-li-mu-ua tangu kati uo kwani. 




(80) hata w-ende wa-ka-mu-ue. 
even 3PL.SM-go.SUBJ 3PL.SM-CONS/COND-3SG.OM-kill.SUBJ 
 
 yulya bwana ke-si-zi k-enda-zikwa. 




(81) njo=ha-li-vatika k-enende kumbe vilya si=m̩tʰu . 




















(85) haya paukwa iyo i-si. 









(87) (jimwi ka-na-sema nini.) 
















(90) jimwi ka-na-chaka maboga. 




(91) a iyo i-wa-ko hea nyi-wa. 
INT DEM.MED.G9 G9.SM-COP.PFV-EXIST but 1SG.SM-COP.PFV 
 
 pʰanda nyingine. si=iyo. 





(92) sasa ku-na jimwi m̩moja. 




(93) bwana m̩moja k-evu. makame wa=makame na=e 




(94) a-li-ondokea. makame wa=makame. 




(95) makame wa=makame uyo. a-ka-sema 
PN of.G1=PN DEM.MED.G1 3SG.SM-CONS/COND-tell 
 












(97) a-k-ambiwa bi bwana weye leo 
3SG.SM-CONS/COND-tell.PASS lady.HESIT sir 2SG today 
 
 kw-isi-oa. harusi i-me-tendeka. 










(99) u-ka-vita mahaa va-na m̩to. 
2SG.SM-CONS/COND-PASS place G16.SM-POSS river 
 
 m̩to-ni yuno mwanam̩ke ka-cha-kw-ambia ende 
river-LOC DEM.PROX.G1 woman 3SG.SM-IRR-2SG.OM-tell go.SUBJ:3SG.SM 
 
 a-k-oge. u-si-m̩-kʰe ruhusa=yo 
3SG.SM-CONS/COND-bathe.SUBJ 2SG.SM-NEG-3SG.OM-give.SUBJ permit=DEM.MED.G1 
 
 kw-enda-koga. mw-ache ja=vivyo. 







(100) basi wa-ke-nenda. sasa leo wa-na-kwenenda kwao. 




(101) wa-k-enenda wa-k-enenda wa-k-enenda. 






(102) hata ku-fika valya m̩to-ni bwana. na-taka ku-koga. 
even INF-arrive DEM.DIST.G16 river-LOC sir IPFV:1SG.SM-want INF-bathe 
 
 bwana na-ona joto. yulya mwanam̩ke. 





(103) bwana na-ona joto. a-ka-mw-ambia 
sir IPFV:1SG.SM-see hotness 3SG.SM-CONS/COND-3SG.OM-tell 
 
 hea mama ka-tw-ambii tu-ka-fika m̩to-ni 
but mother 3SG.SM-1PL.OM-tell.PFV 1PL.SM-CONS/COND-arrive river-LOC 
 






(104) he bwana mie na-taka ku-koga. bwana na-ona joto. 
INT sir 1SG IPFV:1SG.SM-want INF-bathe sir IPFV:1SG.SM-see hotness 
 
 a-ka-mw-ambia haya ngia oge. 





(105) a-ka-vua nguo zake zote 
3SG.SM-CONS/COND-take_off clothes his/her.G10 all.G10 
 
 na=mapambo yake bi+harusi. 




(106) kama ja=yulya bi+harusi ya=sijaamini. 











(108) a-ka-vua yoti. maguo yake. 




(109) hata a-k-oga a-k-oga 
even 3SG.SM-CONS/COND-bathe 3SG.SM-CONS/COND-bathe 
 
 a-ø-vyo-kwisa kumbe vilya li-ka-lawa ji-jimwi. 
3SG.SM-PFV-finish FIL DEM.DIST.G8 G8.SM-CONS/COND-come_from AUG-genie 
 
 m̩lya kati ya=bahari. 




(110) m̩lya m̩to-ni li-ka-lawa nini. 




(111) ji-jimwi li-ka-ja zilya nguo 
AUG-genie G5.SM-CONS/COND-come DEM.DIST.G10 clothes 
 
 za=m̩ke=we valya juu zi li-ka-vwaa. 




(112) yulya bwana ka-na-sema mie yuno njo=m̩ke yangu 
DEM.DIST.G1 sir 3SG.SM-IPFV-tell 1SG DEM.PROX.G1 BGR=wife my.G9 
 
 sura yake ja=yeye. m̩ke=we. 





(113) haya sasa tw-enende. 




(114) wa-k-enenda wa-k-enenda m̩paka kwao. nyumba-ni 











(116) wa-ø-vyo-fika ye ka-na-sema njo=m̩ke=we. 




(117) yulya bibi m̩lya hata wakati a-ø-o-lawa 
DEM.DIST.G1 lady DEM.DIST.G18 even time 3SG.SM-PFV-G3.NMLZ-come_from 
 
 a-ka-lola valya juu mume=we ha-vo. 
3SG.SM-CONS/COND-look DEM.DIST.G16 above husband=his/her 3SG.SM.NEG-EXIST 
 
 a-ka-lola valya juu nguo zake ha-zi-vo. 





(118) sasa ka-cha-kwenenda jaje. 




(119) a-k-enenda wala a-na-ko-kwenda 







(120) a-k-enenda a-k-enenda a-k-enenda 
3SG.SM-CONS/COND-go 3SG.SM-CONS/COND-go 3SG.SM-CONS/COND-go 
 







(121) hata ku-fika mahaa vamoja ka-na-kona vijumba 
even INF-arrive place one.G16 3SG.SM-IPFV-see huts 
 
 ja=ivyo+ko a-ka-fuzia jaa-ni. 





(122) va-tupwa chicha 
G16.SM-throw_away.PASS.PFV remains_of_grated_coconut 
 






(123) a-ka-okota zilya chicha 
3SG.SM-CONS/COND-pick_up DEM.DIST.G10 remains_of_grated_coconut 
 





(124) ku-na mwanakele ka-na-kwenda kulya jaa-ni. 




(125) haa kuno hea yuno+ku m̩tʰu . 




(126) tena a-k-emba yulya m̩tʰu. 






(127) maria we maria mama ka-tw-ambia maria. 
PN 2SG PN mother PFV.3SG-1PL.OM-tell PN 
 
 m̩to-ni tw-enda=ko maria. m̩kono wa=mwanangu maria. 
river-LOC 1PL.SM-go:IPFV=DEM.MED.G15 PN hand of.G3=child:my PN 
 
 
shikio la=mwanangu maria. 















(130) yulya mwanakele a-ka-piga mbio a-k-enda 
DEM.DIST.G1 child 3SG.SM-CONS/COND-hit speed 3SG.SM-CONS/COND-go 
 





(131) a-ø-vyo-kwenda a-ka-mw-ambia mama=ake 




(132) mama uko jaa-ni ku-na m̩tʰu ka-na-kwimba. 
mother DEM.MED.G15 rubbish-LOC G15.SM-POSS person 3SG.SM-IPFV-sing 
 
 ka-na-kwimba bali ka-wa uchi. 







(133) N-kʰa=ga iyo nguo 
1SG.OM-give.IMP=bit DEM.MED.G9 clothes 
 
 mie ny-ende ha-m̩-kʰe. 




(134) a-ka-tupwa upande ja=uno a-k-enda 
3SG.SM-CONS/COND-throw_away.PASS direction like=DEM.PROX.G3 3SG.SM-CONS/COND-go 
 
 a-ka-m̩-kʰa a-ka-ji-bamba haya. 





(135) walya watʰu wa-ka-lawa 
DEM.DIST.G2 people 3PL.SM-CONS/COND-come_from 
 





(136) wa-ø-vyo-kwenenda wa-k-enda wa-ka-m̩-chukua. 




(137) haya a-ka-ja kuno. 




(138) a-ka-ja kuno tena kia m̩tʰu  
3SG.SM-CONS/COND-come DEM.PROX.G15 then every person 
 
 ka-na-sema na=mie leo a-je kwangu. 





(139) na=leo mie a-je kwangu k-enda a-k-emba. 






(140) maria we maria. mama ka-tw-ambia maria. 
PN 2SG PN mother PFV-1PL.OM-tell PN 
 
 m̩to-ni tw-enda=ko maria. 
river-LOC 1PL.SM-go:IPFV=DEM.MED.G15 PN 
 
 ku-na dudu ovu maria. m̩guu wa=mwanangu maria. 
G15.SM-POSS insect evil.G5 PN leg of.G3=child.my PN 
 
 shikio la=mwanangu maria. kichwa cha=mwanangu maria. 












(142) he maria we maria m̩paka siku moja. 




(143) a-k-enda juu ya kwa=kia m̩tʰu  ka-na-m̩-chaka. 




(144) a-k-enda a-ka-lawia 
3SG.SM-CONS/COND-go 3SG.SM-CONS/COND-come_from.APPL 
 
 valya va-na-vo yulya mume=we. 




(145) sasa yulya mume=we njo=ka-na  yulya jimwi. 




(146) lilya jimwi li-k-enua kichwa. 






(147) yamaa=ni iyo uchamu gani nye. 




(148) maana jimwi k-evu a-ka-choea ja=ivyo. 




(149) uno njo=uchamu gani. 




(150) ee jamaa kichu kichamu=cho nye 
INT colleague thing sweet.G7=DEM.MED.G7 Q 
 
 ka-na-kuna nazi ilya nazi a-ka-y-acha. 





(151) ee maria we maria. mama ka-tw-ambia maria. 




(152) ilya ka-na-sikiliza. ilya nazi ka-y-acha. 






(153) m̩to-ni twenda=ko maria. ku-na dudu ovu maria 
river-LOC 1PL.SM-go:IPFV=DEM.MED.G15 PN G15.SM-POSS insect evil.G5 PN 
 
 m̩kono wa=mwangu maria. shikio la=mwangu maria. 
hand of.G3=child.my PN ear of.G5=child:my PN 
 
 mume=we ka-tulii tu ka-na-m̩-lola jimwi 
husband=his/her 3SG.SM-be.calm.PFV only 3SG.SM-IPFV-3SG.OM-look genie 
 
 a-na-vyo-tenda valya juu ya=mbuzi. 







(154) ye ka-wa ja=vino jimwi. 




(155) hee mama ka-chw-ambiya maia. m̩cho-ni chwenja=ko maia. 
INT mother PRF-1PL.OM-tell PN river-LOC 1PL.SM-go=DEM.MED.G15 PN 
 
 m̩konyo wa=mwanangu. ka-na-vua bangili=yo. 
hand of.G3=child:my 3SG.SM-IPFV-take.off bangle 
 
 shikio ya=mwanangu maria. ka-na-vua haline. 







(156) shikio ya=mwanangu maia. mama ka-chw-ambia maia. kichwa cha=mwanangu. 





(157) kia a-na-vo-ji-guiya ka-na-vua kitʰu. 







(158) wa-ka-m̩-lola k-ooto m̩kia na=mabawa. 




(159) uyo jimwi ka-ruku. 









(161) ha-li-tendwa jambo hea tena k-enende. 




(162) yulya mwanam̩ke a-ka-sema m̩-na-kona mie 
DEM.DIST.G1 woman 3SG.SM-CONS/COND-tell 2PL.SM-IPFV-see 1SG 
 
 yuno njo=m̩ke yangu=vyo yulya mwanam̩me 








(163) maana yuno mie mama ka-ny-ambii ama 
so DEM.PROX.G1 1SG mother 3SG.SM-1SG.OM-tell.PFV like 
 
 uyo m̩to-ni a-s-ende-koga. 










 a-k-enda-koga li-lawa ilyo ji-dudu. 





(165) ji-jimwi. ilyo li-me-kwenenda. 




(166) tena valya yulya bibi i-ka-tendeka 
then DEM.DIST.G16 DEM.DIST.G1 lady G9.SM-CONS/COND-do.STAT 
 
 aka ka-fiki vake a-kae na=mume=we. 





(167) ji-jimwi li-ruku ly-enende. 














(170) ye jimwi ka-kazwa N=maboga kwa=ku-lya. 




(171) vyakulya vyote basi vitʰu a-na-vyo-chaka maboga. 











(173) ee maana jimwi njo chu-lye maboga. 
INT so genie come.IMP 1PL.SM-eat.SUBJ pumpkins 
 
 jimwi njo chu-lye maboga. jimwi njo. 















(176) a-vate maboga a-vate kichwa cha=pʰaa. 










(178) hea uyo jimwi mara nyingi ka-na-wa uko hadithi-ni 


























(183) hadithi nyingi tu. 


























(188) mie N-fundishwa N=mama=angu k-evu 
1SG 1SG.SM-teach.PASS.PFV by=mother=my 3SG.SM-COP.PST 
 
 a-ka-N-lea. m̩tʰu  m̩zima vino. 





(189) (wapi. uko tunguu.) 




(190) ee uko tunguu. ee. 









(192) tena wakati uo na-ngoja vyakulya v-ivwe 
then time DEM.MED.G3 IPFV:1SG.SM-wait foods G8.SM-ripen.SUBJ 
 
 kiasi saa mbili njo=kw-aza mama=angu ka-na-kuna nazi. 





(193) tena na-tendwa hadithi N-si-lale. 




(194) vyakulya vi-na-vikwa N-je nyi-lye. 






(195) tena haya mama ka-na-tenda hadithi ama baba=angu 
then FIL mother 3SG.SM-IPFV-do story or father=my 
 
 ka-na-tenda hadithi N-si-lale. 










(197) hea zi-ka-tendwa izo. 




(198) si-sizii chʰa-wahi vilya vyakulya 
1SG.SM.NEG-doze.PFV IRR:1SG.SM-be.in.time DEM.DIST.G8 foods 
 






(199) wakati uo maisha magumu. 




(200) ezi zetu tu-ø-vyo-lelegwa suwe makoto. maisha magumu sana. 









(202) maana pesa y-evu ha ngumu ha-ku-na pesa 






(203) bali vyakulya u-ka-na pesa vy-evu njo=vi-wa-ko. 




(204) na=tw-evu tu-ka-lima 
COM=1PL.SM-COP.PST 1PL.SM-CONS/COND-cultivate 
 






(205) maana wakati uo vua zi-na-kunya. 









(207) (a-ka-ku-hadithia kiswahili au kikae.) 




(208) kikae. njo=ka-na-ny-ambia kwa=kikae. 
Kikae BGR=3SG.SM-IPFV-1SG.OM-tell of.G15=Kikae 
 
 k-evu a-ka-choea kikae mama=angu. 








1      first person（1人称） 
2      second person（2人称） 
3      third person（3人称） 
AL     allocutive（聞き手） 
APPL    applicative（適用） 
AUG    augmentative（指大） 
BGR    background（背景） 
CAUS   causative（使役） 
CF     counter-factual（反実仮想） 
COM    comitative（共格） 
COND   conditional（条件） 
CONS   consecutive（継起） 
COP    copula（コピュラ） 
DEM    demonstrative（指示詞） 
DIM    diminutive（指小） 
DIST    distal（遠称） 
EXIST   existence（存在） 
FIL     filler（フィラー） 
G      gender（名詞クラス） 
HESIT   hesitative（言いよどみ） 
IMP     imperative（命令） 
INF     infinitive（不定） 
INT     interjective（間投詞） 
IPFV    imperfective（未完結） 
IRR     irrealis（未実現） 
LOC    locative（所格） 
MED    medial（中称） 
NEG    negative（否定） 
NMLZ   nominalizer（準体言化） 
OM     object marker（目的語標識） 
ONM    onomatopoeia（オノマトペ） 
PASS    passive（受動） 
PFV    perfective（完結） 
PL     plural（複数） 
PN     proper noun（固有名詞） 
POSS    possessive（所有） 
PRF     perfect（完了） 
PRO    pronoun（代名詞） 
PROH   prohibitive（禁止） 
PROX   proximal（近称） 
PST     past（過去） 
Q      question（疑問） 
RED    reduplication（重複） 
REFL    reflexive（再帰） 
SG     singular（単数） 
SM     subject marker（主語標識） 
STAT    stative（状態） 
SUBJ    subjunctive（接続）
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